


















































































　絹布・綿布・毛織物卸商の㈱塚本商店は
東京に本店があり、大正９（1920）年１月に
色内に小樽支店を設置し、小樽進出と同時
に店舗を新築したことになります。
　戦後は塚本商事小樽支店として昭和44
（1969）年12月札幌へ移転するまで使われ、
昭和46（1971）年後藤商店を経て、平成27
（2015）年 cafe色内食堂、平成30（2018）年蕎
麦店の北勝庵、和菓子の游菓として再生さ

れています。小樽で数少ない黒壁ですが、
黒壁で有名な滋賀県長浜の黒壁建築群は、
内部は木造で外部は土蔵に黒漆喰塗りであ
るのに対し、当建築は、内部は木造で外部
はモルタル仕上げに黒く塗ったものです。
まさに北海道の気候を考慮した荘厳な趣を
醸し出しています。
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　商工会議所とは、地域の商工業の
改善や発展を目的とした、商工業者
の集まりです。小樽商工会議所の前
身となる小樽商業会議所は、明治
28（1895）年12月に設立が認可され、
翌年８月初代会頭に山
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四郎が選ばれ、活動を
始めました。これは札幌より10年
以上も早く、函館に続いて北海道で
は２番目となるものでした。
　二人とものちに小樽区長にもなっ
た小樽を代表する実業家です。渡辺
は第３代会頭にもなり、この後の会
頭にも銀行頭取、会社経営者、区
会・市会議員、北海道会議員、衆議
院議員など、小樽の政財界の主要な

メンバーが就任しました。こう
した人たちが会頭となっていた
ことで、小樽商業会議所は大き
な影響力があり、衆議院議員選
挙や道会・市会議員選挙と並び
激しい選挙戦が繰り返されまし
た。「北海道の心臓」は「民の
力」にも焦点が当てられていま
すが、小樽商工会議所はまさに
「民の力」の中心といえます。
　小樽商業会議所は、昭和３
（1928）年１月小樽商工会議所と
改称した後、昭和８（1933）年10
月新築移転したのがこの建物で
す。小樽商工会議所は平成21
（2009）年６月小樽経済センター

ビルへ移転、旧小樽商工会議所は令
和４（2022）年１月、ホテル「OMO5
小樽」としてオープンしています。

旧小樽商工会議所

































































































3 歴史的建造物保存に関する運動
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